
岡山県内ライセンス審判員の皆様へ 

 

岡山県内ライセンス審判員の皆様におかれましては、平素から岡山県バスケットボール協会の審判活動

にご協力いただきましてありがとうございます。 

さて、この度、ＪＢＡから審判活動に際してはホイッスルカバーの着用に協力していただきたいという内容の通

知が届きました。（添付資料をご確認ください。） 

概略は以下の通りです。 

①他県においてある大会の試合を担当した審判員が、担当した試合の数日後にコロナに感染してい

ることが分かった。（事前の感染防止対策は施されていた状況です。） 

②保健所の指導により、審判員がホイッスルカバーを着用していなかったため、ホイッスルからの飛沫

感染の可能性を原因として、担当試合の出場選手および担当したもうひとりの審判員は濃厚接触者

に認定された。（試合に出場していない選手・コーチ等はマスク着用により濃厚接触者に認定されな

かった。） 

上記、案件についてＪＢＡの対応としては、 

①全国大会ではホイッスルカバーを着用する。（今後開催されるインカレ、ウィンターカップ、社会人大

会など対象審判員には支給される。） 

②都道府県協会へは、各大会での感染予防（ホイッスルカバー着用）についてご配慮とご協力を求

める。 

以上のことから、岡山県協会審判委員会としては、バスケットボールの活動に携る方々の安心・安全のた

めにもライセンス審判員の皆さまには審判活動の際にホイッスルカバーを着用していただくことをお願いいた

します。 

ホイッスルカバーについては、今年度、ライセンス登録していただいている審判員の方々には支給します。た

だし、全員分が届くのは１月末から２月上旬にかけてとなります。それまでは、個人作成で対応していただくこ

とになります。（ホイッスルカバーの画像と作成例を添付しています。）お手数をおかけしますが、飛沫感染防

止、濃厚接触者を出さないという主旨をご理解いただきご協力ください。１２月中に準備していただき、１月か

らはホイッスルカバーを着用して審判活動を行ってください。 

よろしくお願いいたします。 

 

岡山県バスケットボール協会審判長 

前花 直哉 
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審判員の新型コロナ感染事案について 

 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。さて、先日開催された PBA の大会において、担

当した審判員が新型コロナに感染していたという事案が発生しました。本事案は JBA 審判として感染拡大予防

の観点から非常に重たく受止めています。つきましては、下記内容についてご確認いただき、感染予防についてご

配慮、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。                      敬具 

記 

 

１．経緯   

①大会において審判を担当 

   ②審判担当翌日、職場において感染者が発生し濃厚接触者として PCR 検査を実施し陽性が判明  

   ③保健所の指導により、審判員がホイッスルカバーを着用していなかったため、ホイッスルからの飛沫感染の 

可能性を原因として、担当試合の出場選手および担当したもうひとりの審判員が濃厚接触者に認定さ 

れた。（試合に出場していない選手・コーチ等はマスク着用により濃厚接触者には認定されなかった）  

   ④濃厚接触者に認定された出場選手および担当したもうひとりの審判員は PCR 検査を実施し全員陰性  

２．大会主催者のその後の対応  

①2 週間後に実施された同大会 2 回戦 3 回戦で審判員はホイッスルを使用せず、マスク着用、大音量ブ 

ザーによって対応した 

   ②1 週間後に実施された準決勝決勝では審判員全員がホイッスルカバーを着用し対応（購入またはホイッ 

スルカバーを作成） 

３．JBA としての対応  

   ①トップリーグ担当審判にはリーグ戦開催前にホイッスルカバーを支給済  

   ②全国大会である天皇杯皇后杯、インカレ、ウィンターカップ、U15 選手権、そして社会人チャンピオンシッ 

プ、社会人選手権で、大会主催者のご協力によりホイッスルカバーを支給し審判員全員の着用を決定 

４．都道府県協会へのお願い 

   現在日本全国で感染が拡大している状況です。審判として大会に参加する際は、健康チェックシート提出  

   等感染予防対策を実施していますが、大会後感染発覚また無症状感染等もあり、100％感染していない 

   とは言い切れないのも現実であります。そこで、審判員が原因による感染拡大を防ぐためにも、上記２①② 

   の対応を参考にしていただき、各大会での感染予防についてご配慮とご協力をよろしくお願いします。 

   なお、12 月 2 日に臨時全国審判長会議を開催し本事案説明とともに、大会前に主催者との確認を依

頼しています。あわせて審判員にホイッスルカバー着用（個人作成含む）の依頼をしました。 

以上 

〔本件に関する問い合わせ先〕  公益財団法人日本バスケットボール協会  審判グループ：宇田川 

E-MAIL jba-ref@basketball.or.jp TEL：03-4415-2046（直通） 



ホイッスルカバー作ってみました！　　　　U18 阿賀文郁 

材料：ポリエステル生地のマスク(黒)←100均(Seria) 
　　　マジックテープ(縫い付けるタイプ)←100均(Seria) 

①マスクを適度な大きさに切る。(写真の赤線か青線のどちらかを切って使う) 

赤線、青線、どっちでも大丈夫です。 
ちょっと大きめに切って、縫った後でさらに切って 
形を整えるのがおすすめです。 

②２箇所縫う。 

笛の吹き口を出すために赤の部分を縫います。 
写真の上の部分は、マスクの時に最初から繋がってい
たところです。 
下のところは笛の形に合わせて切った後です。 
（完成形から遡って写真を撮ったのでわかりにくくて
すみません） 

③マジックテープを縫い付ける 

 
⇨     

④完成！ 
　　 
作成時間30分くらいです。　　


